
戦略重点科学技術（８） 人の能力を補い 生活を支援するユビキタスネットワーク利用技術

戦略重点科学技術（８） 人の能力を補い 生活を支援するユビキタスネットワーク利用技術

施策名： 情報家電の高度利活用技術の研究開発 【総務省】

連携施策群（ユビキタスネットワーク）施策

施策名： 自律移動支援プロジェクトの推進 【国土交通省】

連携施策群（ユビキタスネットワーク）施策

平成２０年度対象予算： ５２６百万円

（平成１９年度対象予算： ７０１百万円）
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観光情報を多言語で提供

交通結節点における円滑な情報提供すべての
情報を
１つの

携帯端末
で入手

身体的状況に応じた最適ルートの提示

周辺施設情報の提供 観光情報を多言語で提供

交通結節点における円滑な情報提供すべての
情報を
１つの

携帯端末
で入手

身体的状況に応じた最適ルートの提示

周辺施設情報の提供

平成20年度は官と民とが連携して自律移動

支援システムの定常的サービス提供に向け
た実証実験を実施し、定常的サービスの開
始を目指す。

○ＩＣタグなどの情報基盤を整備すること
により、身体的状況、年齢、言語等を問
わず、「いつでも、どこでも、だれでも」移
動等に必要な情報を携帯端末で入手す
ることを可能にする自律移動支援システ
ムを構築する。

制御システム

・高度なｻｰﾋﾞｽの基盤となる認証・
ｾｷｭﾘﾃｨのﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑは未確立

・機器能力の差異のため、一定の
ｾｷｭﾘﾃｨの確保が困難

・情報家電の多様性等から統一的
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの実現が困難

・能力に差異がある情報家電
においても一定のｾｷｭﾘﾃｨを
確保し安心してﾈｯﾄﾜｰｸを介し
たｻｰﾋﾞｽを享受

・ﾕｰｻﾞが高度な管理設定を行
わずに、情報家電をｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ

クーラー

ステレオ テレビ

電話

DVD

テレビ

冷蔵庫

パソコン

デジタルテレビ照明

防犯省エネ制御

様々なサービス
映像配信

ビデオカメラ

洗濯機

FAX

電子レンジ

将来像・目標現状・課題

平成２０年度対象予算： ２１７百万円

（平成１９年度対象予算： ２５９百万円）

実施期間： 平成１８～２０年度

（予算総額： １,３７５百万円）

○家電のデジタル化やネットワークのブ
ロードバンド化の進展により、今後多様
な利用が期待される情報家電について、
安心安全に高度なサービスが利用でき
るよう必要に資するため、以下の技術の
研究開発を行う。
① 自動認証型マルチデバイス管理・

連携・最適化技術
② スケーラブル対応型ソフトウェア制

御技術
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世界と感動を共有する世界と感動を共有する
コンテンツ創造及びコンテンツ創造及び

情報活用技術情報活用技術

戦略重点科学技術（９）

戦略重点科学技術（９） 世界と感動を共有するコンテンツ創造 及び 情報活用技術

施策名： 自動音声翻訳技術の研究開発 【総務省】

社会還元加速プロジェクト（音声翻訳）施策

平成２０年度対象予算： ６９７百万円

（平成２０年度新規）

実施期間： 平成２０～２４年度

○社会の国際化が進展する中で、言葉
の壁を越えた自由なコミュニケーション
環境の実現と相互理解の促進が求めら
れている。このため、基本的な旅行会話
レベルに限定されている現在の翻訳性
能を向上させ、幅広い会話の内容につ
いて、正確でより自然な音声翻訳を可能
とする基本技術を確立し、言葉の壁を越
えた自由で円滑なユニバーサル・コミュ
ニケーション環境の実現を図る。

基本的な旅行会話レベル

解決すべき多くの課題

・長い文、複雑な文は困難

・文脈、状況考慮不可

・固有名詞の登録数に限界

など

現状

Ｓ

外国人とのビジネス会議通訳外国語講演の翻訳

研究開発の更なる

推進、成果展開

ネットワークベース翻訳技術
ネットワーク上に分散する翻訳知識を活用し、翻訳
端末と組み合わせることにより、幅広い話題へ対応

ヘッドホンひとつで外国人と
コミュニケーション

日常会話

（２０２５年）
将来イメージ

ビジネス会話

音声翻訳知識の学習・
伝搬、他ノードとの連携

場所に依存した
音声翻訳知識

メニュー等の固有情
報の音声翻訳知識

Wikipedia等の集合知・
WEBサービス・ブログ・
SNSとの連携

ニュース等による
音声翻訳知識更新

課題克服に向け
研究開発の推進



戦略重点科学技術（９） 世界と感動を共有するコンテンツ創造 及び 情報活用技術

戦略重点科学技術（９） 世界と感動を共有するコンテンツ創造 及び 情報活用技術
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○次世代の放送として期待される超高
精細映像放送方式を実現するために必
要な符号化方式等の技術を開発すると
ともに、超高精細映像技術を基に将来
の映像技術として期待される立体映像
技術の要素技術を確立する。

平成２０年度対象予算： ４５６百万円

（平成２０年度新規）

実施期間： 平成２０～２３年度

（予算総額： ２,０００百万円）

放送局

放送衛星

スタジオ

家庭

放送用符号化

記録・編集用符号化

走査線４０００本級

走査線２０００本級

公共施設

HDTV
（走査線１０００本級）

ルータ

シアター

光ファイバー

スケーラブル

通信ネットワーク用符号化

立体映像
表示の原理

液晶による
ホログラフィー再生像

走査線４０００本級

施策名： 超高臨場感映像システムの研究開発 【総務省】

連携施策群（情報の巨大集積化）施策
施策名：電気通信サービスにおける情報信憑性検証技術等に関する研究開発 【総務省】

平成２０年度対象予算： ３０７百万円

（平成１９年度対象予算： ２９７百万円）

実施期間： 平成１９～２２年度

（予算総額： １,６００百万円）

○ネットワーク上の文字、音声、映像情
報について、偽りの情報、信頼性の低い
情報等を分析する技術を確立し、信頼
できる情報を提供することで、誰でもが
思いのまま、簡単に、信頼して、コンテン
ツを取扱い、高度に利活用できる環境を
実現する。

現 状

不正確な情報が散乱

◆問題点
・ネットワーク上に膨大な情報が流通する
中、正しい情報に紛れて、出所不明、有
害、不正確な情報が混在し必要とする情
報を得ることが難しくなってきている。また、
不正確な情報によるフィッシング詐欺等
の被害も発生。

◆ 現在の技術レベル
・情報の信憑性の判断は、利用者にゆだ
ねられ、経験、勘等から自己で判断して
いる。

正しい情報

有害

デマ

正しい情報もデマ等

誤ったデータも混在して
表示

デマ

信じるも八卦、
信じぬも八卦

鉄腕アトムは
１００万馬力

富士山が先程
爆発しました

学校の給食の牛乳が明
日からジュースに！

⌧

目 標

①信憑性のある情報のみ
を提供

②信憑性レベルの表示

Ｗｅｂ上の情報の意味を
理解し、他の情報との関
連性を分析する。

◆ 技術目標
・ネットワーク上の文字・音声・映像情報
の信頼性等を計算・評価し、信憑性の
ある情報のみを検出する技術の確立
・得られた信憑性のある情報について
信憑性レベル等の提示方法・表示
サービス技術の確立

デマ

正しい情報

信頼性等の照会・確認

有害

この情報はデマ率
９５％ですが表示し

ますか？
デマ

連携施策群（情報の巨大集積化）施策


